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法
人
処
罰

（
１
）
法
人
処
罰
の
意
義

刑
罰
は
、
犯
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
か

つ
有
責
な
行
為
の
主
体
で
あ
る
自
然
人
を
対
象
と
し

て
科
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
刑
法

に
自
然
人
を
前
提
と
す
る
責
任
能
力
（
社
会
倫
理
的

非
難
を
問
い
う
る
能
力
）
に
関
す
る
規
定
（
刑
法
第

38
条
か
ら
第
41
条
ま
で
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
す
。
こ
の
た
め
自
然
人
で
は
な
く
、
法
人
に
対

す
る
責
任
能
力
を
問
う
こ
と
は
不
可
能
と
さ
れ
、
犯

罪
を
犯
す
能
力
（
犯
罪
能
力
）
も
否
定
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
法
人
の
事
業
活
動
の
範
囲
が
拡
大
す
る

に
つ
れ
、
違
法
な
活
動
に
対
す
る
刑
罰
に
よ
る
規
制

の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
に
説

明
す
る
両
罰
規
定
の
よ
う
に
明
文
で
法
人
処
罰
を
定

め
る
規
定
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
法
人
税
法
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
な
ど
の
よ
う
に
行
政
取
締
の
必
要
性
か
ら
設

け
ら
れ
る
行
政
刑
法
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
法
人
も

犯
罪
行
為
の
主
体
と
し
て
処
罰
す
る
規
定
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
に
は
、
法
人
を
処
罰
す
る

旨
を
刑
法
の
例
外
と
し
て
、
明
文
で
規
定
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
（
刑
法
第
８
条
た
だ
し
書
）。

な
お
、
刑
法
は
「
…
…
し
た
者
は
」
と
い
う
規
定
ぶ

り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
「
者
」
に
は

法
人
が
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
ま
す（
（（
（

。

純
粋
な
刑
法
理
論
か
ら
す
る
と
法
人
の
犯
罪
能
力

を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
犯
の
領
域
に
お
い
て

は
、
法
人
に
対
す
る
社
会
道
徳
的
批
判
に
つ
い
て
厳

格
に
論
じ
る
実
益
が
乏
し
い
こ
と
や
現
実
の
行
為
者

た
る
自
然
人
だ
け
で
は
な
く
、
違
法
行
為
に
よ
る
利

益
を
受
け
る
主
体
で
あ
る
法
人
こ
そ
処
罰
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
政
策
的
配
慮
を
理
由
に
肯
定
さ
れ
て
い

ま
す（

（（
（

。
た
だ
し
、
法
人
に
対
し
て
は
、
自
然
人
に
対

す
る
よ
う
な
懲
役
そ
の
他
の
自
由
刑
を
科
す
こ
と

は
、
刑
の
性
質
上
不
可
能
で
す
か
ら
、
罰
金
等
の
財

産
刑
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜

第28回行政手法の実効性 
確保制度―刑罰制度②

自治体職員のための政策法務入門

鹿児島大学教授
宇那木正寛

連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

前
回
か
ら
引
き
続
き
、
行
政
手
法
の
実
効
性
確
保

制
度
の
う
ち
、
刑
罰
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当

該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し

て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一　

第
25
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま

で
、
第
12
号
、
第
14
号
若
し
く
は
第
15
号
又

は
第
２
項　

３
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二　

第
25
条
第
１
項（
前
号
の
場
合
を
除
く
。）、

第
26
条
、
第
27
条
、
第
28
条
第
２
号
、
第
29

条
又
は
第
30
条　

各
本
条
の
罰
金
刑

２　

略
こ
の
よ
う
な
立
法
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
企
業
が
違
法
行
為
に
よ
り
得
る
利
益
が
膨
大
な

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罰
金
の
金
額
が
過

小
な
も
の
で
あ
れ
ば
刑
罰
の
も
つ
予
防
機
能
が
働
か

な
く
な
る
と
い
っ
た
政
策
的
配
慮
に
よ
る
も
の
で
す
。

両
罰
規
定
を
定
め
る
か
否
か
は
、
当
該
犯
罪
の
行

為
者
の
み
を
罰
す
る
だ
け
で
は
、
取
締
り
の
実
効
性

が
確
保
し
難
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
立
法
事
実

に
基
づ
き
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
必
要
の
な

い
両
罰
規
定
を
置
く
こ
と
自
体
、
刑
法
の
謙
抑
主
義

の
立
場
か
ら
し
て
問
題
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
法
人
格
な
き
団
体
と
刑
事
訴
訟
手
続

法
人
処
罰
は
両
罰
規
定
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
を
処
罰
す
る
こ
と

も
可
能
で
し
ょ
う
か
。
法
人
格
な
き
団
体
と
い
え
ど

も
、
社
会
的
に
法
人
と
同
様
の
事
業
活
動
を
し
て
い

（
２
）
両
罰
規
定

行
政
刑
法
の
領
域
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
法
人
の

犯
罪
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ

う
な
形
式
で
法
人
処
罰
が
な
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
形
式
的
に
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
が
罰
せ

ら
れ
ず
、
法
人
の
み
が
自
然
人
に
代
わ
っ
て
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
代
罰
規
定
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
法

人
に
故
意
も
過
失
も
な
い
の
に
行
為
者
の
責
任
を
代

わ
り
に
負
う
も
の
で
刑
法
の
責
任
主
義
と
対
立
し
ま

す
。
ま
た
、
違
法
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
は
処
罰
さ

れ
な
い
と
い
う
点
で
実
効
性
確
保
に
期
待
が
持
て
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、現
在
の
法
令
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
、
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
と
と
も

に
、
そ
の
業
務
主
と
い
う
立
場
で
法
人
を
罰
す
る
と

い
う
両
罰
規
定
で
す
。
こ
の
場
合
、
法
人
の
責
任
原

因
は
、法
人
（
代
表
者
）
が
現
実
に
違
法
行
為
を
行
っ

た
自
然
人
に
対
す
る
選
任
監
督
す
る
上
で
の
注
意
義

務
違
反
（
過
失
）
で
あ
る
と
考
え
ま
す
（
結
果
責
任

で
は
な
い
）。
現
在
は
、
代
罰
規
定
は
な
く
、
法
律
、

条
例
に
定
め
ら
れ
た
両
罰
規
定
を
通
じ
て
法
人
処
罰

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
両
罰
規
定
は
、
具
体
的
に
は
「
法
人
の
代
表

者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
員
が
、そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、

前
○
○
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を

罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条

の
罰
金
刑
を
科
す
る
」
と
い
う
一
定
形
式
な
文
言
で

規
定
さ
れ
ま
す
。
両
罰
規
定
に
よ
り
法
人
の
犯
罪
が

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
①
法
人
の
代
表
者
又
は
そ

の
他
の
従
業
員
が
違
法
行
為
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
②
法
人
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
③
現
実
に
違
法
行
為
を
行
っ
た
者
を
選

任
す
る
上
で
代
表
者
に
過
失（

（（
（

が
あ
っ
た
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

【
両
罰
規
定
の
例
】

○
景
観
法

第
１
０
４
条　

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く

は
人
の
代
理
人
、使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、

そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
２
条
の

違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る

ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の

罰
金
刑
を
科
す
る
。

一
般
的
に
、
両
罰
規
定
で
は
行
為
者
と
法
人
に
対

す
る
罰
金
の
金
額
は
同
一
で
し
た
が
、
最
近
は
、
自

然
人
と
法
人
と
の
刑
罰
の
連
動
を
廃
し
、
次
の
例
の

よ
う
に
、
法
人
に
対
す
る
罰
を
よ
り
重
く
す
る
法
人

重
罰
規
定
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
法
人
重
罰
規
定
の
例
】

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
32
条　

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人

の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ

の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
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人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る

法
律
の
規
定
の
準
用
を
定
め
る
旨
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
罰
則
に
関
す
る
検
察
庁
協

議
の
結
果
、
多
く
の
都
道
府
県
の
暴
力
団
排
除
条
例

で
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す（

（（
（

。

【
法
人
格
な
き
団
体
に
関
す
る
訴
訟
行
為
に
つ
い
て

規
定
し
た
例
】

○
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例

第
25
条　

第
14
条
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、

暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
た
者

は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
26
条　

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又

は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
代
表
者
又
は
法

人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し

て
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者

を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て

も
同
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

２　

法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管

理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
法
人
で
な
い

団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は

被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法

律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

刑
事
訴
訟
法
に
は
、
民
事
訴
訟
法
第
37
条
の
よ
う

る
団
体
に
対
し
て
は
、
犯
罪
能
力
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す（

（（
（

。
こ
の
場
合
に
は
「
法
人
（
法
人
で
な
い
団
体

で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含

む
）
の
…
…
」
と
規
定
し
ま
す
。

【
法
人
格
な
き
団
体
の
処
罰
規
定
の
例
】

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
57
条　

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又

は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
代
表
者
若
し
く

は
管
理
人
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
に
関
し
て
、
第
48
条
、
第
49
条
、
第

51
条
又
は
第
53
条
か
ら
第
55
条
ま
で
の
違
反
行

為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

２　

法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管

理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
法
人
で
な
い

団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は

被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法

律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

と
こ
ろ
で
、都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
中
に
は
、

法
人
格
な
き
団
体
に
お
け
る
訴
訟
行
為
に
つ
き
、
そ

の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き

法
人
で
な
い
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告

に
法
人
格
な
き
団
体
に
お
け
る
訴
訟
行
為
の
代
表
に

つ
い
て
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
う

し
た
団
体
を
起
訴
し
た
場
合
、
誰
を
代
表
と
し
て
刑

事
訴
訟
手
続
を
遂
行
す
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
、
例
え
ば
、
地
方
税
法
第

72
条
の
69
第
５
項
は
「
人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い

て
前
項
の
規
定
︿
両
罰
規
定
﹀
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴

訟
行
為
に
つ
き
当
該
人
格
の
な
い
社
団
等
を
代
表
す

る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合

の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
」

と
の
準
用
規
定
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
準
用
規
定
が
な
い
場
合
、
法
人
に
つ

い
て
の
訴
訟
行
為
を
定
め
た
刑
事
訴
訟
法
第
27
条（

（（
（

の

規
定
が
法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
も
準
用
さ
れ
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
学
説
も
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

準
用
さ
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
す（

（（
（

。
通
説
の
立
場

で
は
、
条
例
に
準
用
規
定
を
置
か
な
く
て
も
法
人
格

な
き
団
体
が
訴
訟
行
為
を
行
う
上
で
支
障
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

条
例
で
刑
事
訴
訟
手
続
の
内
容
を
定
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
暴
力
団
排
除
条
例
に
お
か
れ
て
い

る
準
用
規
定
は
、
確
認
的
な
意
味
で
定
め
ら
れ
て
い

る
と
解
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
実
の

立
案
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
準
用
規
定
を
条
例
に
置

く
こ
と
は
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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め
が
あ
れ
ば
、こ
れ
を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
刑
法
第
８
条
は
、
刑
法
総
則
の
規
定
に
つ
い

て
、「
他
の
法
令
の
罪
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刑
法
以
外
の
法
令
で
罪
を

定
め
た
場
合
に
も
、
刑
法
第
38
条
第
１
項
は
適
用
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
刑
罰
に
お
い
て
も
、

そ
の
旨
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
失
犯
を
処
罰

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

刑
法
第
38
条
第
１
項
に
定
め
る
よ
う
に
、
刑
罰
が

課
さ
れ
る
の
は
故
意
犯
が
原
則
で
あ
り
、
過
失
犯
は

例
外
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
過
失
犯
も
処
罰
の
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的
な
理
由
が
必
要
で

す
。
次
の
例
は
、
重
大
な
国
家
的
秘
密
が
保
護
法
益

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
過
失
犯
も
処
罰
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護

法
第
４
条　

特
別
防
衛
秘
密
を
取
り
扱
う
こ
と
を
業

務
と
す
る
者
で
、
そ
の
業
務
に
よ
り
知
得
し
、

又
は
領
有
し
た
特
別
防
衛
秘
密
を
過
失
に
よ
り

他
人
に
漏
ら
し
た
も
の
は
、
２
年
以
下
の
禁
こ0

又
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２　

前
項
に
掲
げ
る
者
を
除
き
、
業
務
に
よ
り
知

得
し
、
又
は
領
有
し
た
特
別
防
衛
秘
密
を
過
失

に
よ
り
他
人
に
漏
ら
し
た
者
は
、
１
年
以
下
の

禁
こ0

又
は
３
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

次
の
例
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
重
要
性
を
鑑
み

 

行
政
刑
罰

行
政
罰
は
、
行
政
刑
罰
及
び
秩
序
罰
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
行
政
刑
罰
と
は
、
裁
判
所
が
刑

事
訴
訟
手
続
に
よ
り
科
す
こ
と
が
で
き
る
死
刑
、
懲

役
、
禁
錮
、
罰
金
、
拘
留
及
び
科
料
並
び
に
付
加
刑

と
し
て
の
没
収
と
い
う
刑
法
第
９
条
に
定
め
の
あ
る

刑
を
い
い
ま
す
。
行
政
刑
罰
は
、
刑
法
に
定
め
る
刑

法
犯
に
対
す
る
刑
罰
と
同
様
に
住
民
の
自
由
を
大
き

く
制
限
す
る
結
果
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
立
案
に
つ

い
て
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
、
条
例
に
よ

り
科
す
こ
と
が
で
き
る
刑
は
、
２
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
禁
錮
、
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
拘
留
、

科
料
若
し
く
は
没
収
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
地
方

自
治
法
第
14
条
第
３
項
）。

行
政
刑
罰
に
は
、
義
務
違
反
に
対
し
て
直
接
刑
罰

を
科
す
直
罰
方
式
と
義
務
違
反
の
改
善
等
を
求
め
る

命
令
に
反
し
た
こ
と
に
対
し
て
科
す
間
接
罰
方
式
が

あ
り
ま
す
。
後
者
は
、
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
ま
ず
は
、
行
政
庁
の
監
督
処
分
に
よ
り
是

正
を
求
め
る
も
の
で
す
。
い
ず
れ
の
手
法
を
選
択
す

る
か
は
、
公
益
に
対
す
る
侵
害
の
度
合
い
の
程
度
に

よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
直
罰
方
式
】

○
地
方
税
法

　
（
秘
密
漏
え
い
に
関
す
る
罪
）

第
22
条　

地
方
税
に
関
す
る
調
査
（
不
服
申
立
て

に
係
る
事
件
の
審
理
の
た
め
の
調
査
及
び
地
方

税
の
犯
則
事
件
の
調
査
を
含
む
。）
若
し
く
は

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人

税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
44
年
法
律
第
46
号
）
の
規
定
に
基
づ
い

て
行
う
情
報
の
提
供
の
た
め
の
調
査
に
関
す
る

事
務
又
は
地
方
税
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
に
従

事
し
て
い
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
こ

れ
ら
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら

し
、
又
は
窃
用
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
２
年

以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

【
間
接
罰
方
式
】

○
宅
地
造
成
等
規
制
法

第
26
条　

第
14
条
第
２
項
、
第
３
項
又
は
第
４
項

前
段
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に

違
反
し
た
者
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

過
失
犯

刑
法
第
38
条
第
１
項
は
、「
罪
を
犯
す
意
思
が
な

い
行
為
は
、
罰
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の

規
定
が
あ
る
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
」
と
定
め
、

故
意
犯
で
は
な
い
過
失
犯
に
つ
い
て
も
、
法
律
の
定

4

5
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そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
の
違
反
行

為
に
対
し
、
事
業
主
に
右
行
為
者
ら
の
選
任
、
監
督

そ
の
他
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
注
意

を
尽
さ
な
か
っ
た
過
失
の
存
在
を
推
定
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
事
業
主
に
お
い
て
右
に
関
す
る
注
意
を
尽

し
た
こ
と
の
証
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
事
業
主
も

ま
た
刑
責
を
免
れ
得
な
い
」
と
す
る
。

（
18
）
山
口
・
前
掲
注
（
15
）
35
頁
。

（
19
）
通
常
の
罰
則
規
定
に
つ
い
て
の
協
議
は
各
地
方
検

察
庁
の
担
当
検
事
と
行
う
が
、
各
自
治
体
の
暴
力
団

排
除
条
例
に
つ
い
て
は
、
国
家
的
に
も
重
大
な
関
心

を
寄
せ
て
い
た
条
例
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
法
務
省
本

省
刑
事
局
が
地
検
協
議
を
統
括
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

（
20
）
同
条
第
１
項
は
、「
被
告
人
又
は
被
疑
者
が
法
人

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
代
表
者
が
、
訴
訟
行
為
に
つ

い
て
こ
れ
を
代
表
す
る
」
と
定
め
る
。

（
21
）
河
上
和
雄
ほ
か
編
『
注
釈
刑
事
訴
訟
法
〔
第
３
版
〕

第
１
巻
』（
立
花
書
房
、
２
０
１
１
）
１
９
９
頁
〔
芦

澤
政
治
〕。

て
、「
重
大
な
過
失
」
に
よ
り
個
人
情
報
の
提
供
し

た
者
を
処
罰
す
る
例
で
す
。

○
岡
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

　
（
罰
則
）

第
24
条　

実
施
機
関
の
職
員
若
し
く
は
職
員
で

あ
っ
た
者
、
第
18
条
の
受
託
業
務
に
従
事
し
て

い
る
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
者
又
は
第
18

条
の
２
の
派
遣
労
働
者
若
し
く
は
派
遣
労
働
者

で
あ
っ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、

第
２
条
第
８
号
ア
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

（
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
複
製
し
、
又
は
加
工

し
た
も
の
を
含
む
。）
を
提
供
し
た
と
き
は
、

２
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
24
条
の
２　

前
条
に
規
定
す
る
者
が
、
重
大
な

過
失
に
よ
り
、
個
人
の
秘
密
が
記
載
さ
れ
た
第

２
条
第
８
号
ア
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を

提
供
し
た
と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

注（
15
）
山
口
厚
『
刑
法
総
論
〔
補
訂
版
〕』（
有
斐
閣
、

２
０
０
５
）
35
頁
。

（
16
）田
中
二
郎『
新
版　

行
政
法
上
巻〔
全
訂
第
２
版
〕』

（
弘
文
堂
、
１
９
７
４
）
１
９
１･

１
９
２
頁
。

（
17
）
最
判
昭
40･

３･

26
刑
集
19
巻
２
号
83
頁
は
、「
事

業
主
が
人
で
あ
る
場
合
の
両
罰
規
定
に
つ
い
て
は
、


